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上
天
草
市
で
は
、「
前
島
総
合

開
発
」
と
し
て
、
大
規
模
な
観
光
施
設

整
備
が
進
ん
で
い
る
。
ま
た
、
苓
北
町

に
お
い
て
も
、
イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

発
着
基
地
の
整
備
が
計
画
さ
れ
て
い
る

と
聞
く
が
、
五
和
町
二
江
地
区
に
計
画

さ
れ
て
い
る
（
仮
称
）「
イ
ル
カ
セ
ン

タ
ー
」
の
計
画
は
急
ぐ
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　
　

建
設
に
は
、
地
元
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
が
重
要
で
あ
る
。国
・

県
と
の
協
議
を
進
め
、
準
備
が
で
き
次

第
、
地
元
と
一
体
と
な
っ
て
、
計
画
を

進
め
た
い
。

　
　
　
農
業
振
興
に
お
い
て
、「
飯
の

食
え
る
農
家
」の
育
成
が
重
要
で
あ
る
。

天
草
の
気
候
風
土
を
生
か
し
た
柑
橘
栽

培
の
振
興
が
望
ま
れ
る
。「
デ
コ
ポ
ン

ハ
ウ
ス
」
へ
の
補
助
金
の
拡
大
を
検
討

す
べ
き
で
は
。

　
　
　

従
来
の
補
助
事
業
を
精
査
し
な

が
ら
、
農
協
等
と
連
携
し
て
、
今
後
の

施
設
園
芸
の
方
向
性
を
定
め
た
う
え

で
、
地
方
創
生
の
総
合
戦
略
と
し
て
、

国
へ
提
案
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
「
支
所
機
能
の
充
実
」
の
概
要
、

ま
た
、
支
所
で
決
定
で
き
る
予
算
の
範

囲
が
、
具
体
的
に
、
本
年
度
と
ど
う
変

わ
る
の
か
。

　
　
　
「
支
所
要
望
対
応
予
算
」
の
新

設
や
「
簡
易
な
修
繕
等
」
は
、
支
所
で

所
管
す
る
こ
と
と
し
た
。
支
所
で
執
行

で
き
る
予
算
が
、
９
支
所
合
計
で
、
平

成
26
年
度
の
２
，８
０
０
万
円
か
ら
、

平
成
27
年
度
は
、
１
億
１
，６
０
０
万

円
へ
増
額
さ
れ
る
予
定
。

本田 武志
議員

天
草
市
の
一
体
的
発
展
と

　
　
　
　
　
支
所
機
能
充
実
に
つ
い
て

　
　
　
五
和
小
中
学
校
に
お
け
る
小
中

一
貫
教
育
（
連
携
）
の
一
年
間
の
進
み

度
合
い
は
。

　
　
　
　

  
小
中
学
校
の
教
育
目
標
・

経
営
の
方
針
は
一
貫
性
を
持
た
せ
、
９

年
間
を
見
通
し
た
学
校
運
営
を
行
う
。

取
組
み
と
し
て
、
一
貫
教
育
推
進
委
員

会
・
学
力
充
実
部
会
等
の
組
織
の
設
置
。

小
中
学
校
相
互
の
乗
り
入
れ
授
業
の
実

施
。
小
中
合
同
校
内
研
修
の
開
催
等
を

通
し
て
、
一
体
的
な
指
導
の
充
実
を

図
っ
て
い
る
。

　
　
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
と
学
校

跡
地
の
管
理
の
あ
り
方
は
。

　
　
　
　

  

児
童
生
徒
数
等
の
現
状
と

将
来
予
測
を
踏
ま
え
、
保
護
者
・
学
校

側
と
協
議
し
、
児
童
生
徒
の
安
全
と
効

率
性
を
図
り
な
が
ら
運
行
し
た
い
。
学

校
の
管
理
等
は
、
地
域
の
皆
様
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
拠
点
施
設
・
利
用
施
設
・

利
用
頻
度
に
応
じ
て
、
清
掃
・
除
草
な

ど
実
施
回
数
を
設
定
す
る
。
樹
木
等
の

剪
定
・
伐
採
は
計
画
的
に
行
う
。

【
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
つ
い
て
】

　
　
　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
対

し
て
の
本
市
の
取
組
み
方
は
。

　
　
　

法
が
制
定
さ
れ
1
年
半
、
県
の

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
社
会
福
祉
協
議

会
と
連
携
し
取
り
組
ん
で
い
る
。
本
年

度
か
ら
、
自
立
相
談
支
援
事
業
・
居
住

確
保
給
付
金
と
合
わ
せ
、
就
労
準
備
支

援
・
家
計
相
談
支
援
事
業
を
行
い
、
７

名
の
相
談
員
で
対
応
し
、
民
生
員
・
区

長
・
事
業
所
・
市
役
所
等
、
包
括
的
な

相
談
支
援
体
制
を
構
築
し
、
地
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を
図
り
、
支
援
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

【
将
来
の
墓
守
り
の
考
え
に
つ
い
て
】

　
　
　
人
口
減
少
社
会
の
中
で
、
将
来

の
墓
の
管
理
の
取
組
み
方
は
。

　
　
　

26
年
度
よ
り
、
社
会
福
祉
協
議

会
で
、
墓
の
管
理
に
つ
い
て
、
調
査
研

究
を
し
、
要
綱
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
。
４
つ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
管
理
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
団
体
等
、
組
織
化
に
取
組

み
本
市
以
外
在
住
の
方
々
に
も
周
知
を

行
い
な
が
ら
実
施
し
て
行
き
た
い
。 勝木 幸生

議員

学
校
統
廃
合
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

一 般 質 問

　
　
　
天
草
は
「
風
景
街
道
」「
ジ
オ

パ
ー
ク
」
の
認
定
を
受
け
、
平
成
28
年

に
は
世
界
遺
産
登
録
が
期
待
さ
れ
、
五

橋
誕
生
50
周
年
と
な
る
。
県
と
の
協
力

で
「
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
あ
ま
く
さ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
よ
り
、
全
国
的
に
天
草
を
発

信
す
る
。こ
の
観
光
資
源
を
最
大
限
活

か
す
こ
と
が
天
草
の
創
政
策
と
な
る
。天

草
全
体
の
観
光
振
興
策
の
お
考
え
は
。

　
　
　

日
本
は
円
安
に
よ
る
外
国
人
観

光
客
も
増
え
て
い
る
。
道
の
駅
な
ど
を

整
備
し
、
天
草
全
体
に
回
遊
性
の
あ
る

受
け
入
れ
態
勢
を
作
る
の
が
重
要
だ
。

　
　
　
世
界
遺
産
登
録
で
は
多
く
の
観

光
客
が
期
待
で
き
る
が
、
天
草
観
光
の

面
白
味
は
周
辺
部
に
も
あ
る
。
周
辺
部

の
整
備
の
遅
れ
は
そ
の
効
果
を
継
続
で

き
な
い
。
そ
の
一
つ
に
交
通
ア
ク
セ
ス

の
問
題
が
あ
る
。
牛
深
〜
蔵
の
元
間
の

フ
ェ
リ
ー
に
つ
い
て
、
現
状
１
往
復

1
2
0
分
、
１
艘
体
制
で
、
人
や
車
の

移
動
が
数
的
・
時
間
的
に
不
便
だ
。
県

や
市
の
政
策
と
し
て
２
艘
体
制
に
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。（
長
崎
県
で

は
既
に
実
施
）

　
　
　

長
崎
県
の
場
合
、
社
会
資
本
整

備
資
金
を
利
用
し
、
島
鉄
フ
ェ
リ
ー
に

10
億
円
を
投
入
。
天
草
市
と
し
て
三
和

商
船
さ
ん
と
は
、
何
度
か
話
は
し
て
き

た
。
三
和
フ
ェ
リ
ー
は
天
草
に
入
る
た

め
の
重
要
な
ル
ー
ト
の
一
つ
と
考
え
て

い
る
。
た
だ
、
２
艘
に
す
る
こ
と
は
現

在
運
航
し
て
い
る
事
業
所
の
こ
と
も
含

め
て
、
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
の
検
討
が

必
要
だ
。

　
　
　
観
光
客
に
回
遊
性
を
持
た
せ

る
た
め
に
は
天
草
周
辺
部
の
整
備
が

不
可
欠
だ
。
４
月
に
は
移
転
す
る
漁
協

水
揚
げ
施
設
は
「
港
オ
ア
シ
ス
」
に
も

認
定
さ
れ
た
エ
リ
ア
に
あ
り
、
こ
こ
に

物
販
・
食
事
・
宿
泊
等
の
観
光
拠
点
の

整
備
を
多
く
の
市
民
は
望
ん
で
い
る
。

官
民
協
力
し
て
こ
の
跡
地
の
再
開
発
は

必
要
だ
と
思
う
が
。

　
　
　

漁
港
な
ど
の
敷
地
利
用
は
、
水

産
庁
も
全
国
的
に
多
く
の
漁
港
で
問

題
を
抱
え
て
い
る
。
開
発
に
は
利
用
目

的
な
ど
を
含
め
た
法
的
な
問
題
が
あ

り
、
難
し
い
部
分
が
あ
る
。
漁
協
の
意

向
を
重
視
し
て
お
り
今
後
の
検
討
課
題

だ
。

益田 政昭
議員

牛
深
に
お
け
る
地
方
創
政
策
に
つ
い
て

　
　
　
南
の
玄
関
口
「
出
水
駅
」
で
の

天
草
の
売
り
方
が
、
案
内
も
含
め
あ
ま

り
に
も
お
粗
末
で
あ
る
。
進
捗
状
況
、

今
後
の
計
画
を
お
尋
ね
す
る
。「
銀
座

熊
本
館
」
を
天
草
の
さ
ら
な
る
知
名
度

ア
ッ
プ
に
有
効
活
用
す
べ
き
と
考
え
る

が
如
何
か
。

　
　
　
　
　
　

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
乗
り
場

へ
誘
導
す
る
案
内
看
板
を
、
二
ヶ
所
３

月
27
日
設
置
す
る
。
出
水
駅
内
で
の
案

内
誘
導
に
つ
い
て
も
要
望
中
。「
銀
座

熊
本
館
」
は
、
首
都
圏
で
の
情
報
発
信

の
拡
大
や
認
知
度
向
上
の
た
め
、
さ
ら

な
る
活
用
に
努
め
る
。

　
　
　

出
水
駅
に
関
し
、
利
用
促
進
協

議
会
に
出
席
し
て
議
員
の
思
い
等
を
伝

え
る
。
新
幹
線
内
で
の
車
両
ア
ナ
ウ
ン

ス
に
つ
い
て
も
、
運
動
を
展
開
し
て
い

き
た
い
。

【
漂
着
物
学
会・南
天
草
大
会
に
つ
い
て
】

　
　
　
漂
着
物
学
会
が
昨
年
沖
縄
・
石

垣
島
で
開
催
さ
れ
た
。
本
年
15
回
大
会

は
徳
島
に
決
定
、
来
年
16
回
は
北
海
道

予
定
。
17
回
大
会
を
、
天
草
で
開
催
す

る
お
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

徳
島
大
会
へ
職
員
を
派
遣
し
、

17
回
大
会
の
誘
致
を
検
討
し
た
い
。

【
天
草
ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い
て
】

　
　
　
各
地
に
点
在
す
る
ジ
オ
サ
イ

ト
の
中
に
「
下
田
温
泉
」
が
あ
る
。
温

泉
と
ジ
オ
パ
ー
ク
の
関
連
を
も
っ
と

掘
り
下
げ
、
調
査
学
術
研
究
す
る
事

は
、
世
界
一
と
も
い
わ
れ
る
天
草
陶
石

と
の
関
連
解
明
に
な
り
、
さ
ら
に
世
界

遺
産
「
﨑
津
集
落
」
に
隣
接
し
て
い
る

こ
と
で
相
乗
効
果
が
大
き
い
。
正
式
調

査
を
強
く
要
望
す
る
。

　
　
　

下
田
温
泉
の
地
質
学
的
研
究

に
つ
い
て
は
、
既
に
発
表
さ
れ
て
い
る

研
究
成
果
を
も
と
に
、再
調
査
を
含
め
、

大
学
や
研
究
機
関
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
下
田
温
泉
の
成
り
立
ち
、
陶
石
と

の
関
係
に
つ
い
て
伝
え
、﨑
津
集
落
や

周
辺
の
見
ど
こ
ろ
と
併
せ
た
Ｐ
Ｒ
に

取
り
組
み
た
い
。

浜﨑 昭臣
議員

観
光
振
興
に
つ
い
て
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